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【化１】

［式中、
Ｘ－Ｙは、Ｎ（Ｒ５）－Ｃ（＝Ｏ）またはＮ（Ｒ５）－Ｃ（＝Ｓ）またはＮ＝Ｃ（Ｒ６）
を表し、
Ｒ１は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されているＣ１～１０－脂肪族残
基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されており、各
々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置換もし
くは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または
３から１０員のヘテロ脂環式残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換
もしくは多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換
であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、
アリールまたはヘテロアリールを表し、
Ｒ２は、Ｈ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３；Ｃ（＝Ｏ）Ｈ；ＮＯ２；ＯＣＦ３；Ｓ
ＣＦ３；Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｃ１～４

脂肪族残基）２（ここで、Ｃ１～４脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であって
も、または一置換もしくは多置換されていてもよい）；Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｏ－
Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基（ここで、Ｃ１～４脂肪族残
基は、各々の場合において、非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていて
もよい）；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されてお
り、各々の場合において、場合によりＣ１～４脂肪族基（非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～６－脂環式残基ま
たは３から６員のヘテロ脂環式残基を表し、
Ｒ３は、Ｈ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３；ＳＣＦ３；ＮＯ２；ＯＣＦ３；Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基（ここで、Ｃ１

～４脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であっても、または一置換もしくは多置
換されていてもよい）；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多
置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～４脂肪族基（非置換であっても
、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～６－
脂環式残基または３から６員のヘテロ脂環式残基を表し、
Ｒ４は、Ｈ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３；ＳＣＦ３；ＮＯ２；ＯＣＦ３；Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基（ここで、Ｃ１

～４脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であっても、または一置換もしくは多置
換されていてもよい）；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多
置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～４脂肪族基（非置換であっても
、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～６－
脂環式残基または３から６員のヘテロ脂環式残基を表すか；
あるいは、Ｎ（Ｒ７）（Ｒ８）
（式中、
Ｒ７は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族
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残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されており、
各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置換も
しくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基また
は３から１０員のヘテロ脂環式残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置
換もしくは多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置
換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている
、アリールまたはヘテロアリールを表し、
Ｒ７が３から１０員のヘテロ脂環式残基またはヘテロアリールを示すならば、３から１０
員のヘテロ脂環式残基またはヘテロアリールは炭素原子を介して連結しており、
Ｒ８は、Ｈ、または、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～

１０－脂肪族残基を示すか、
あるいは、Ｒ７およびＲ８は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、非置換で
あるか、または一置換もしくは多置換されている、３から１０員のヘテロ脂環式残基を形
成し；
あるいは、Ｒ３およびＲ４は、ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨを表し、
ここで、一つまたは複数のＨ原子は、互いに独立に、Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３

；Ｃ（＝Ｏ）Ｈ；Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ；Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ２；ＳＣＦ３；Ｓ（＝Ｏ）２－Ｏ
Ｈ；ＮＯ２；ＯＣＦ３；Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（
＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）
－Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２（ここで、Ｃ１～４脂肪族残基は、各々の場合において、
非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）；Ｏ－Ｃ１～４－脂
肪族残基、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝
Ｏ）２－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基（ここで、Ｃ

１～４脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であっても、または一置換もしくは多
置換されていてもよい）；ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、
ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪族残基、ＮＨ－Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～４－脂肪族残基、
Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪族残基またはＮ（Ｃ１～４脂肪族
残基）－Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～４脂肪族残基（ここで、Ｃ１～４脂肪族残基は、各々の場
合において、非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）；各々
の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されており、各々の場合
において、場合によりＣ１～４脂肪族基（非置換であっても、または一置換もしくは多置
換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～６－脂環式残基または３から６員
のヘテロ脂環式残基を表し、
Ｒ５は、非置換であるか、一置換または多置換されているＣ１～１０脂肪族基；各々の場
合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されており、各々の場合にお
いて、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置換もしくは多置換さ
れていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員
のヘテロ脂環式残基を表し、
Ｒ５が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式残基
は炭素原子を介して連結しているか、
Ｒ６は、各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている
、Ｃ２～１０－脂肪族残基またはＣ２～１０－ヘテロ脂肪族残基；各々の場合において、
非置換であるか、または一置換もしくは多置換されており、各々の場合において、場合に
よりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよ
い）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環
式残基を表すか；
あるいは、
Ｓ－Ｒ１１、Ｏ－Ｒ１２またはＮ（Ｒ９Ｒ１０）を示し、
ここで、
Ｒ１１およびＲ１２は、各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多
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置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基；各々の場合において、非置換であるか、また
は一置換もしくは多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基
またはＣ２～８ヘテロ脂肪族基（非置換であっても、または一置換もしくは多置換されて
いてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘ
テロ脂環式残基を表し、
Ｒ１１またはＲ１２が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘ
テロ脂環式残基は炭素原子を介して連結しており、
Ｒ９は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族
残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されており、
各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置換も
しくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基また
は３から１０員のヘテロ脂環式残基を表し、
Ｒ９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式残基
は炭素原子を介して連結しており、
Ｒ１０は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪
族残基を示すか、
あるいは、Ｒ９およびＲ１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、非置換
であるか、または一置換もしくは多置換されている、３から１０員のヘテロ脂環式残基を
形成する］
であって、
遊離化合物、ラセミ化合物、鏡像異性体、ジアステレオマー、鏡像異性体もしくはジアス
テレオマーの任意の混合比での混合物または個々の鏡像異性体もしくはジアステレオマー
の混合物の形態、または生理学的に許容可能な酸もしくは塩基の塩の形態である化合物に
関する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６１】
【化３６】

［式中、
Ｒ６０１は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂
肪族残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されてお
り、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基
または３から１０員のヘテロ脂環式残基；各々の場合において、非置換であるか、または
一置換もしくは多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（
非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されて
いる、アリールまたはヘテロアリールを表し；
Ｒ６０２は、Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３；Ｃ（＝Ｏ）Ｈ；ＮＯ２；ＯＣＦ３；Ｓ
ＣＦ３；Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｃ１～４

脂肪族残基）２（ここで、Ｃ１～４脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であって
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も、または一置換もしくは多置換されていてもよい）；Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｏ－
Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基（ここで、Ｃ１～４脂肪族残
基は、各々の場合において、非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていて
もよい）；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されてお
り、各々の場合において、場合によりＣ１～４脂肪族基（非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～６－脂環式残基ま
たは３から６員のヘテロ脂環式残基を表し；
Ｒ６０３は、Ｈ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３；ＳＣＦ３；ＮＯ２；ＯＣＦ３；Ｃ

１～４－脂肪族残基、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基（ここで、
Ｃ１～４脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であっても、または一置換もしくは
多置換されていてもよい）；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしく
は多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～４脂肪族基（非置換であっ
ても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～

６－脂環式残基または３から６員のヘテロ脂環式残基を表し；
Ｒ６０４は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂
肪族残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されてお
り、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基
または３から１０員のヘテロ脂環式残基；各々の場合において、非置換であるか、または
一置換もしくは多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（
非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されて
いる、好ましくは各々の場合において架橋されている、アリールまたはヘテロアリールを
表し；
Ｒ６０４が３から１０員のヘテロ脂環式残基またはヘテロアリールを示すならば、３から
１０員のヘテロ脂環式残基またはヘテロアリールは炭素原子を介して連結しており；
Ｒ６０５は、Ｈ、または、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ

１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～４－脂肪族残基を示すか；
あるいは、Ｒ６０４およびＲ６０５は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、３から１０員のヘテロ脂環式
残基、好ましくは４から７員のヘテロ脂環式残基を形成し、前記残基は、場合によりアリ
ールまたはヘテロアリール（好ましくはフェニル、ピリジルおよびチエニルからなる群か
ら選択される）と縮合されていてもよく、ここで、このようにして縮合されたアリールま
たはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、または一
置換もしくは多置換されていてもよく；
Ｒ６０６は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ２～１０－脂
肪族残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されてお
り、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基
または３から１０員のヘテロ脂環式残基を表し；
Ｒ６０６が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しているか、
あるいは
Ｓ－Ｒ６０７、Ｏ－Ｒ６０８またはＮ（Ｒ６０９Ｒ６１０）
｛式中、
Ｒ６０７およびＲ６０８は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、
Ｃ１～１０－脂肪族残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは
多置換されており、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であって
も、または一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１

０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基を各々の場合において表し；
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Ｒ６０７またはＲ６０８が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員
のヘテロ脂環式残基は炭素原子を介して連結しており、
Ｒ６０９は、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂
肪族残基；各々の場合において、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されてお
り、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基（非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されている、Ｃ３～１０－脂環式残基
または３から１０員のヘテロ脂環式残基を表し；
Ｒ６０９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しており；
Ｒ６１０は、Ｈ、または、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、Ｃ

１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～４－脂肪族残基を示すか；
あるいは、Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、３から１０員のヘテロ脂環式
残基、好ましくは４から７員のヘテロ脂環式残基を形成している｝
を示し、
前記残基は、場合によりアリールまたはヘテロアリールと縮合されていてもよく、ここで
、このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分について
それぞれ、非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよく；
ここで、「脂肪族基」および「脂肪族残基」は、各々の場合において、分枝鎖状または非
分枝鎖状、飽和または不飽和であってよく、
ここで、「脂環式残基」および「ヘテロ脂環式残基」は、各々の場合において、飽和また
は不飽和であってよく、
ここで、「脂肪族基」および「脂肪族残基」についての「一置換もしくは多置換されてい
る」は、対応する残基または基について、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（
Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪
族残基、ＮＨ－Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～４脂肪族残基、＝Ｏ、ＯＨ、ＯＣＦ３、Ｏ－Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２ＯＨ、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）

２－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－ＮＨ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＮ、Ｃ
Ｆ３、ＣＨＯ、ＣＯＯＨ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、
Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ３～６－脂環式残基、３から６員のヘテロ脂
環式残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ２、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）およびＣ（＝
Ｏ）－Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２からなる群から選択される少なくとも一つの置換基に
よる、それぞれ互いに独立した一つまたは複数の水素原子の置換に関し；
ここで、「脂環式残基」および「ヘテロ脂環式残基」についての「一置換もしくは多置換
されている」は、対応する残基について、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（
Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４脂肪
族残基、ＮＨ－Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～４脂肪族残基、＝Ｏ、ＯＨ、ＯＣＦ３、Ｏ－Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～

４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２ＯＨ、Ｓ（＝Ｏ）２－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）

２－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｓ（＝Ｏ）２－ＮＨ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＮ、Ｃ
Ｆ３、ＣＨＯ、ＣＯＯＨ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ１～４－脂肪族残基、
Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ３～６－脂環式残基、３から６員のヘテロ脂
環式残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ２、Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）およびＣ（＝
Ｏ）－Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２からなる群から選択される少なくとも一つの置換基に
よる、それぞれ互いに独立した一つまたは複数の水素原子の置換に関し；
ここで、「アリール」および「ヘテロアリール」についての「一置換もしくは多置換され
ている」は、対応する残基について、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書



(7) JP 2016-502503 A5 2017.6.15

【訂正対象項目名】０２８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２８４】
　一般式（６－Ｉ）の化合物のＲ６０４およびＲ６０５が、それらを結合している窒素原
子と一緒になって、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、３～１０
員のヘテロ脂環式残基、好ましくは４～７員のヘテロ脂環式残基を形成する場合、前記ヘ
テロ脂環式残基は、場合により、アリールもしくはヘテロアリールと、またはＣ３～１０

脂環式残基と、または３から１０員のヘテロ脂環式残基と縮合されていてもよく、ここで
、このようにして縮合されたアリール、ヘテロアリール、Ｃ３～１０脂環式または３から
１０員のヘテロ脂環式残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、または
一置換もしくは多置換されていてもよい。好ましくは、一般式（６－Ｉ）の化合物のＲ６

０４およびＲ６０５によって形成された前記ヘテロ脂環式残基は、それらを結合している
窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたはヘテロアリールと縮合されていても
よく、ここで、このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール（好ましくはフ
ェニル、ピリジルおよびチエニルからなる群から選択される）はその部分についてそれぞ
れ、非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２８５】
　特に好ましくは、Ｒ６０４およびＲ６０５が、それらを結合している窒素原子と一緒に
なって、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基、好ましくは４から７員のヘテロ脂環式残基を形成する場合、前記ヘテロ脂
環式残基は、場合によりアリールまたはヘテロアリール（好ましくはフェニル、ピリジル
およびチエニルからなる群から選択される）と縮合されていてもよく、ここで、このよう
にして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそれぞれ、
非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２８６】
　一般式（６－Ｉ）の化合物のＲ６０９およびＲ６１０が、それらを結合している窒素原
子と一緒になって、非置換であるか、または一置換もしくは多置換されている、３～１０
員のヘテロ脂環式残基、好ましくは４～７員のヘテロ脂環式残基を形成する場合、前記ヘ
テロ脂環式残基は、場合によりアリールまたはヘテロアリールと、またはＣ３～１０脂環
式残基と、または３から１０員のヘテロ脂環式残基と縮合されていてもよく、ここで、こ
のようにして縮合されたアリール、ヘテロアリール、Ｃ３～１０脂環式または３から１０
員のヘテロ脂環式残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、または一置
換もしくは多置換されていてもよい。好ましくは、一般式（６－Ｉ）の化合物のＲ６０９

およびＲ６１０によって形成された前記ヘテロ脂環式残基は、それらを結合している窒素
原子と一緒になって、場合によりアリールまたはヘテロアリールと縮合されていてもよく
、ここで、このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール（好ましくはフェニ
ル、ピリジルおよびチエニルからなる群から選択される）はその部分についてそれぞれ、
非置換であっても、または一置換もしくは多置換されていてもよい。
【誤訳訂正６】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９１】
【化４７】

、ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルか
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、ア
リールまたはヘテロアリール
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルは、
各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、
ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＯＣＦ３、Ｏ－ＣＨ２－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ

１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ
）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

２Ｈ５からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されて
いてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を示し、ここで、アリールまたはヘテロアリール残基は、各々の場合において、場合によ
りＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族残基（非置換であっても、またはＦ、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基
）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４

脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも
一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてよく、
好ましくは、各々の場合において架橋されており、
Ｒ６０５は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２

、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～

４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ

１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの
置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～

４－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、Ｒ６０４およびＲ６０５は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残
基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、



(9) JP 2016-502503 A5 2017.6.15

ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（
＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から
選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、３から１０員の
ヘテロ脂環式残基、好ましくは４から７員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、＝Ｏ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基
からなる群から選択される、好ましくはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３お
よび非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基
で一置換もしくは多置換されていてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（
＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換
されていてもよい」
を形成し、ここで、Ｒ４およびＲ５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基
は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたはヘテロア
リール、好ましくはフェニルまたはピリジルと縮合されていてもよく、ここで、このよう
にして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそれぞれ、
非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族
残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ
、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３および
Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式残基、
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９２】
【化４８】

、ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルか
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよ
く、
ここで、Ｒ４およびＲ５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は、それら
を結合している窒素原子と一緒になって、場合により、Ｃ３～１０脂環式残基または３か
ら１０員のヘテロ脂環式残基と縮合されていてもよく、ここで、このようにして縮合され
たＣ３～１０脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基もそれぞれ、非置換であ
っても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ
（Ｃ１～４脂肪族残基）２、＝Ｏ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、Ｓ
ＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－
ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（
＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式残基、ベンジル
、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリル
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
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かつ
ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルは、
各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、
ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＯＣＦ３、Ｏ－ＣＨ２－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ

１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ
）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

２Ｈ５からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されて
いてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
よく、
Ｒ６０６は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１

～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－
脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で
一置換もしくは多置換されている、Ｃ２～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ２～８－脂肪
族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、
＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される
少なくとも一つの置換基で一置換または多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式残基また
は３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４－脂肪族残基（非
置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残
基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、
ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基および
Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多
置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０６が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して結合するか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｓ－Ｒ６０７、Ｏ－Ｒ６０８またはＮ（Ｒ６０９Ｒ６１０）を示し、
ここで、
Ｒ６０７およびＲ６０８は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、
ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂
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肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から
選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂
肪族残基、好ましくはＣ１～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を表すか、あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、
＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基および３
から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換
もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式
残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を各々の場合において表し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基は、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～

４－脂肪族残基（非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ
（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪
族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４

－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基
で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０７またはＲ６０８が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員
のヘテロ脂環式残基は３から１０員のヘテロ脂環式残基の炭素原子を介して結合し、
Ｒ６０９は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１

～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－
脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群
から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０

－脂肪族残基、好ましくはＣ１～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、
＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－
脂肪族残基、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環
式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
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る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４－脂肪族基（非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－
Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ

３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少な
くとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていて
もよく、
Ｒ６０９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は３から１０員のヘテロ脂環式残基の炭素原子を介して結合し、
Ｒ６１０は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２

、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～

４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ

１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの
置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～

４－脂肪族残基、好ましくは、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、Ｎ
Ｈ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ

１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、
ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくと
も一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、より好ま
しくはＣ１～４－脂肪族残基
を示し、
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残
基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、
ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（
＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から
選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、３から１０員の
ヘテロ脂環式残基、好ましくは３から６員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
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換されていてもよい］
を形成し、ここで、Ｒ６０９およびＲ６１０によって形成された３から１０員のヘテロ脂
環式残基は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたは
ヘテロアリール、好ましくはフェニルまたはピリジルと縮合されていてもよく、ここで、
このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそ
れぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～

４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ

３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、
Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ

３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式残
基、
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３２５】
【化５９】

、ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルか
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、ア
リールまたはヘテロアリール
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルは、
各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、
ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＯＣＦ３、Ｏ－ＣＨ２－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ

１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ
）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

２Ｈ５からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されて
いてもよく、
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を示し、
ここで、アリールまたはヘテロアリール残基は、各々の場合において、場合によりＣ１～

８脂肪族基、好ましくはＣ１～４－脂肪族基（非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、Ｏ
Ｈ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残
基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置
換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよく、好まし
くは各々の場合において架橋されていて、
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Ｒ６０５は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２

、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～

４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ

１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの
置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～

４－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、Ｒ６０４およびＲ６０５は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残
基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、
ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（
＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から
選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、３から１０員の
ヘテロ脂環式残基、好ましくは４から７員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、＝Ｏ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
よく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を形成し、
ここで、Ｒ４およびＲ５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は、それら
を結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたはヘテロアリール、好
ましくはフェニル、ピリジルまたはチエニルと縮合されていてもよく、ここで、このよう
にして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそれぞれ、
非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族
残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ
、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３および
Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式残基、
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３２６】
【化６０】

、ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルか
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよ
く、
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ここで、Ｒ４およびＲ５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は、それら
を結合している窒素原子と一緒になって、場合により、Ｃ３～１０脂環式残基または３か
ら１０員のヘテロ脂環式残基と縮合されていてもよく、ここで、このようにして縮合され
たＣ３～１０脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基はそれらの部分について
それぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１

～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、＝Ｏ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基
、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪
族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－
Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ
脂環式残基、ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキ
サゾリル
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルは、
各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、
ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＯＣＦ３、Ｏ－ＣＨ２－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ

１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ
）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

２Ｈ５からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されて
いてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
よい。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３２８】
【化６１】

、ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルか
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、ア
リールまたはヘテロアリール
（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
ベンジル、フェニル、チエニル、ピリジル、フリル、チアゾリルおよびオキサゾリルは、
各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、
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ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－
脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５からなる群から選択される少なくとも一
つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい）
を示し、
Ｒ６０５は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、
＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置
換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～６

－脂肪族残基
（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）
を示すか、
あるいは、Ｒ６０４およびＲ６０５は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ
、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～

４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基、Ｃ３～６脂環式残基、好まし
くはシクロプロピル、シクロブチルまたはシクロペンチル、および３～６員のヘテロ脂環
式残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されて
いる、３から１０員のヘテロ脂環式残基、好ましくは４～７員のヘテロ脂環式残基（また
は、好ましくは、モルホリニル、ピペリジニル、ピロリジニル、アゼチジニル、ピペラジ
ニル、４－メチルピペラジニル、オキサゼパニル、チオモルホリニル、アゼパニル、
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３２９】
【化６２】

からなる群から選択され、より好ましくは、モルホリニル、ピペリジニル、ピロリジニル
、アゼチジニル、ピペラジニル、４－メチルピペラジニル、オキサゼパニルからなる群か
ら選択される）、
（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、＝Ｏ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群
から選択される、好ましくはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～

４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよく、
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
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）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい）
を形成し、
ここで、Ｒ４およびＲ５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は、それら
を結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたはヘテロアリールと、
好ましくはフェニル、ピリジルまたはチエニルと縮合されていてもよく、ここで、このよ
うにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそれぞれ
、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂
肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式残基、
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３０】
【化６３】

、ベンジル、フェニル、チエニルおよびピリジルからなる群から選択される少なくとも一
つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ、Ｒ４およびＲ５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は、それらを
結合している窒素原子と一緒になって、場合によりＣ３～１０脂環式残基、好ましくはシ
クロプロピル、シクロブチルもしくはシクロペンチル（ｃｙｃｃｌｏｐｅｎｔｙｌ）、ま
たは３から１０員のヘテロ脂環式残基、好ましくはオキセタニルもしくはオキシラニルと
縮合されていてもよく、ここで、このようにして縮合されたＣ３～１０脂環式残基または
３から１０員のヘテロ脂環式残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、
またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～

４脂肪族残基）２、＝Ｏ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、
Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ
（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－
Ｏ－Ｃ２Ｈ５

（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
ベンジル、フェニル、チエニルおよびピリジルは、各々の場合において、非置換であって
も、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｏ
－ＣＨ２－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される
少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂
肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一
置換もしくは多置換されていてもよい）
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
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よい］
を表す。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３２】
【化６４】

からなる群から選択され、より好ましくは、モルホリニル、ピペリジニル、ピロリジニル
、アゼチジニル、ピペラジニル、４－メチルピペラジニル、オキサゼパニルからなる群か
ら選択される）
（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群
から選択される、好ましくはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～

４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよく、
Ｃ３～６脂環式残基は、各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）
を形成し、ここで、Ｒ６０４およびＲ６０５によって形成された３から１０員のヘテロ脂
環式残基は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたは
ヘテロアリールと、好ましくはフェニルまたはピリジルと縮合されていてもよく、ここで
、このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分について
それぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ
（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基、ベンジル、フェニル、チエニルおよびピリジルか
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよ
く、
かつ、Ｒ６０４およびＲ６０５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は、
それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりＣ３～１０脂環式残基、好ま
しくはシクロプロピル、シクロブチルもしくはシックロペンチル、または３から１０員の
ヘテロ脂環式残基、好ましくはオキセタニルもしくはオキシラニルと縮合されていてもよ
く、ここで、このようにして縮合されたＣ３～１０脂環式残基または３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ、＝Ｏ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～

４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－
ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ

５

（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
ベンジル、フェニル、チエニルおよびピリジルは、各々の場合において、非置換であって
も、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｏ－ＣＨ２

－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、



(19) JP 2016-502503 A5 2017.6.15

Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つ
の置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基は、各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＣＦ３、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される
少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
よい］
を表す。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３４】
【化６５】

からなる群から形成される）
（ここで、Ｃ１～４－脂肪族残基は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、
Ｃｌ、ＯＨ、＝Ｏ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選択さ
れる少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されており、好ましくは、各々の場
合において非置換である）
を形成し、ここで、Ｒ６０４およびＲ６０５によって形成された３から１０員のヘテロ脂
環式残基は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりフェニルまたは
ピリジルと縮合されていてもよく、ここで、このようにして縮合されたフェニルまたはピ
リジル残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨおよびＣ３～６脂環式残基
（ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、かつ
Ｃ３～６脂環式残基は、各々の場合において、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＣＦ３、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される
少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
よく、
ここで、Ｒ６０４およびＲ６０５によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は
、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりＣ３～６脂環式残基、好ま
しくはシクロプロピル、シクロブチルもしくはシックロペンチル、または４から７員のヘ
テロ脂環式残基、好ましくはオキセタニルもしくはオキシラニルと縮合されていてもよく
、ここで、このようにして縮合されたＣ３～６脂環式残基または４から７員のヘテロ脂環
式残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、＝Ｏ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４

－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５からなる群から選択される少なくとも
一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を表す。



(20) JP 2016-502503 A5 2017.6.15

【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４１】
　一般式（６－Ｉ）による化合物の好ましい実施形態において、残基
Ｒ６０６は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１

～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－
脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で
一置換もしくは多置換されている、Ｃ２～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ２～８－脂肪
族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、
ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－
Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、Ｃ
Ｎ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも
一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から
１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、
ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合
において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換であって
も、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ

１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ

３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－
ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されてい
てもよい）を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０６が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、結合は３から１０員のヘテロ
脂環式残基の炭素原子を介して行われ、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｓ－Ｒ６０７、Ｏ－Ｒ６０８またはＮ（Ｒ６０９Ｒ６１０）、を示し、
ここで、
Ｒ６０７およびＲ６０８は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、
ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂
肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から
選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂
肪族残基、好ましくはＣ１～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を表すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、
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ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－
Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、Ｃ
Ｎ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員の
ヘテロ脂環式残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多
置換されている、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を各々の場合において表し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基は、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～

４脂肪族基（非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ

１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂
肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一
置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０７またはＲ６０８が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、結合は３から
１０員のヘテロ脂環式残基の炭素原子を介して行われ、
Ｒ６０９は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１

～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残
基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－
脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群
から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０

－脂肪族残基、好ましくはＣ１～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、
ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－
Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、Ｃ
Ｎ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基
、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から選択される少
なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式残基また
は３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置



(22) JP 2016-502503 A5 2017.6.15

換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換
であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）
、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ
－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３

、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なく
とも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていても
よく、
Ｒ６０９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、結合は３から１０員のヘテロ
脂環式残基の炭素原子を介して行われ、
Ｒ６１０は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２

、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～

４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ

１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの
置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～

４－脂肪族残基を示し、好ましくは、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ

２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、
Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３

、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なく
とも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、より好
ましくはＣ１～４－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、
Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、非置換であ
るか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（
Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣ
Ｆ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ
Ｈ、Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基からなる群から選択される
少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、３から１０員のヘテロ脂環
式残基、好ましくは３から６員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、
かつ
Ｃ３～６脂環式残基および３から６員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合において、非置
換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基
）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、Ｓ
Ｈ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ
（＝Ｏ）－ＯＨからなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されていてもよい］
を形成し、ここで、Ｒ６０９およびＲ６１０によって形成された３から１０員のヘテロ脂
環式残基は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたは
ヘテロアリールと、好ましくはフェニルまたはピリジルと縮合されていてもよく、ここで
、このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分について
それぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＮＨ２、ＮＨ（Ｃ１

～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣ
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Ｆ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基
、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ２Ｈ５、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ
Ｈ３およびＣ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ２Ｈ５、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式
残基、
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４３】
　好ましくは、
Ｒ６０６は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ

１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群か
ら選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ２～１０－
脂肪族残基、好ましくはＣ２～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、
ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族
残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基か
らなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ

３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換
であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基
、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂
肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくと
も一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよ
く、
Ｒ６０６が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しているか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｓ－Ｒ６０７またはＯ－Ｒ６０８を示し、
ここで、
Ｒ６０７およびＲ６０８は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１

～４－脂肪族残基、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～８－脂肪族
残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を表すか、
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あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族
残基、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を各々の場合において示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基は、各々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～

４脂肪族基（非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４

脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ

１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択され
る少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋され
ていてもよく、
Ｒ６０７またはＲ６０８が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員
のヘテロ脂環式残基は炭素原子を介して連結しているか、
あるいは、
Ｒ６０６はＮ（Ｒ６０９Ｒ６１０）を示し、
ここで、
Ｒ６０９は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－
脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－
Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少
なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族
残基、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換
であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ

３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基
、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの
置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しており、
かつ
Ｒ６１０は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、
＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置
換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、好ましくはＣ１～６

－脂肪族残基を示し、好ましくは、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２
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、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪
族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも
一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～１０－脂肪族残基、より好まし
くはＣ１～６－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、または、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪
族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１

～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多
置換されている、３から１０員のヘテロ脂環式残基、好ましくは３から６員のヘテロ脂環
式残基（より好ましくは、モルホリニル、ピペリジニル、ピロリジニル、アゼチジニルお
よびピペラジニルからなる群から選択される）
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を形成し、
ここで、Ｒ６０９およびＲ６１０によって形成された３から１０員のヘテロ脂環式残基は
、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたはヘテロアリ
ールと、好ましくはフェニルまたはピリジルと縮合されていてもよく、ここで、このよう
にして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分についてそれぞれ、
非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基
、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪
族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、Ｃ３～６脂環式残基、３から６員のヘテロ脂環式残基、
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４５】
　より好ましくは、
Ｒ６０６は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－
脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－
Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少
なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ２～８－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族
残基、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、
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ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合
において、場合によりＣ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換であって
も、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ
、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３

、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で
一置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０６が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しているか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｓ－Ｒ６０７またはＯ－Ｒ６０８を示し、
ここで、
Ｒ６０７およびＲ６０８は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１

～４－脂肪族残基、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、ＣＦ３

、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～８－脂肪族
残基、好ましくはＣ１～６－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を各々の場合において示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基は、Ｃ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換であっても、
またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、Ｓ
ＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、Ｃ
ＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置
換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてよく、好ましくは架橋され
ており、
Ｒ６０７またはＲ６０８が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員
のヘテロ脂環式残基は炭素原子を介して連結しているか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｎ（Ｒ６０９Ｒ６１０）を示し、
ここで、
Ｒ６０９は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－
脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少
なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～８－脂肪族残基、好ま
しくはＣ１～６－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
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あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、Ｃ１～８脂肪族基、好ましくはＣ１～４脂肪族基（非置換であっても
、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、
ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３、
ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一
置換もしくは多置換されていてもよい）を介して架橋されていてよく、好ましくは架橋さ
れており、
Ｒ６０９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しており、
かつ
Ｒ６１０は、Ｈ、または、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、
＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、
ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置
換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～６－脂肪族残基、好ましくはＣ１～４－
脂肪族残基を示し、好ましくは、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、
ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一
つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～６－脂肪族残基、より好ましくは
Ｃ１～４－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、
非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～

４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置
換されている、３から１０員のヘテロ脂環式残基（好ましくは、モルホリニル、ピペリジ
ニル、ピロリジニル、アゼチジニルおよびピペラジニルからなる群から選択される）
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を形成し、ここで、Ｒ６０９およびＲ６１０によって形成された３から１０員のヘテロ脂
環式残基は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合によりアリールまたは
ヘテロアリールと、好ましくはフェニルまたはピリジルと縮合されていてもよく、ここで
、このようにして縮合されたアリールまたはヘテロアリール残基はそれらの部分について
それぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４

脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１

～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、残基、
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４７
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４７】
　さらに一層好ましくは、
Ｒ６０６は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－
脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－
Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少
なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ２～６－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は非置換である］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基、好ましくはＣ３～６－脂環式残基、または３から１０員のヘテロ脂環式残基、好ま
しくは３から６員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＯＨ
もしくは非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、
ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各々の場合
において、場合により非置換Ｃ１～４脂肪族基を介して架橋されていてもよく、
Ｒ６０６が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しているか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｓ－Ｒ６０７またはＯ－Ｒ６０８を示し、
ここで、
Ｒ６０７およびＲ６０８は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１

～４－脂肪族残基、ＮＨ（Ｃ１～４脂肪族残基）、Ｎ（Ｃ１～４脂肪族残基）２、Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～８－脂肪族
残基、好ましくはＣ１～６－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を各々の場合において示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテ
ロ脂環式残基は、各々の場合において、非置換Ｃ１～８脂肪族基、好ましくは非置換Ｃ１

～４脂肪族基を介して架橋されていてよく、好ましくは架橋（ｂｒｉｓｄｇｅｄ）されて
おり、
Ｒ６０７またはＲ６０８が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員
のヘテロ脂環式残基は炭素原子を介して連結しているか、
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あるいは、
Ｒ６０６は、Ｎ（Ｒ６０９Ｒ６１０）を示し、
ここで、
Ｒ６０９は、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４－
脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－
Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少
なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ１～８－脂肪族残基、好ま
しくはＣ１～６－脂肪族残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示すか、
あるいは、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、＝
Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択
される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されている、Ｃ３～１０－脂環式
残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＯＣＦ３、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からな
る群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を示し、ここで、Ｃ３～１０－脂環式残基または３から１０員のヘテロ脂環式残基は、各
々の場合において、非置換Ｃ１～８脂肪族基、好ましくは非置換Ｃ１～４脂肪族基を介し
て架橋されており、
Ｒ６０９が３から１０員のヘテロ脂環式残基を示すならば、３から１０員のヘテロ脂環式
残基は炭素原子を介して連結しており、
かつ
Ｒ６１０は、Ｈ、または、非置換Ｃ１～４－脂肪族残基（好ましくは、メチル、エチル、
ｎ－プロピル、２－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ．－ブチルおよびｔｅｒ
ｔ．－ブチルからなる群から選択され、より好ましくは、メチルおよびエチルからなる群
から選択される）を示し、好ましくは、非置換Ｃ１～４－脂肪族残基（好ましくは、メチ
ル、エチル、ｎ－プロピル、２－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ．－ブチル
およびｔｅｒｔ．－ブチルからなる群から選択され、より好ましくは、メチルおよびエチ
ルからなる群から選択される）を示すか、
あるいは、
Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、非置換であ
るか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＯＨ、＝Ｏ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣ
Ｆ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＣＦ３、ＣＮおよびＣ１～４－脂肪族
残基からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されてい
る、３から６員のヘテロ脂環式残基（好ましくは、モルホリニル、ピペリジニル、ピロリ
ジニルおよびアゼチジニルからなる群から選択される）
［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＣＦ３および非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選
択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
を形成し、ここで、Ｒ６０９およびＲ６１０によって形成された３から６員のヘテロ脂環
式残基は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、場合により、フェニルまたは
ピリジルと縮合されていてもよく、ここで、このようにして縮合されたフェニルまたはピ
リジル残基はそれらの部分についてそれぞれ、非置換であっても、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ１～４脂肪族残基、ＯＣＦ３、ＳＨ、ＳＣＦ３、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族
残基、ＣＦ３、ＣＮ、Ｃ１～４－脂肪族残基、Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ、残基、ベンジル、フェ
ニルおよびピリジル
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［ここで、各々の場合におけるＣ１～４－脂肪族残基は、非置換であっても、またはＦ、
Ｃｌ、ＯＨおよび非置換Ｏ－Ｃ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なくとも
一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよく、かつ
ベンジル、フェニルおよびピリジルは、各々の場合において、非置換であっても、または
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、Ｏ－ＣＨ２－ＯＨ、Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３

、ＳＨ、ＳＣＦ３、ＣＦ３およびＣ１～４－脂肪族残基からなる群から選択される少なく
とも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていてもよい］
からなる群から選択される少なくとも一つの置換基で一置換もしくは多置換されていても
よい。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５５】
　一般式（６－Ｉ）による化合物の別の特に好ましい実施形態において、
Ｒ６０１は、各々の場合において、非置換であるか、またはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＯＨ、ＯＣ
Ｈ３、ＯＣＦ３、ＣＦ３およびＣＨ３からなる群から選択される少なくとも一つの置換基
で一置換もしくは二置換されている、フェニルまたはピリジル、好ましくはフェニルを表
し、
Ｒ６０２は、Ｈ；ＣＦ３；メチル；エチル；ｉｓｏ－プロピル；Ｏ－メチル；またはシク
ロプロピルを表し、
Ｒ６０３は、Ｈ；Ｆ；Ｃｌ；Ｂｒ；Ｉ；ＣＮ；ＣＦ３；メチル；またはＯ－メチルを表し
、
Ｒ６０４およびＲ６０５は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、各々の場合
において、非置換である、モルホリニル、ピペリジニル、ピロリジニル、アゼチジニル、
オキサゼパニル、テトラヒドロキノリニル、テトラヒドロイソキノリニル、ジヒドロイン
ドリニルまたはジヒドロイソインドリル、を形成し；
Ｒ６０６は、エチル、ｎ－プロピル、２－プロピル（ｉｓｏ－プロピル）、ｔｅｒｔ．－
ブチル、シクロプロピル、シクロブチルまたはシクロペンチルまたはテトラヒドロピラニ
ルを示すか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｓ－Ｒ６０７またはＯ－Ｒ６０８を示し、
ここで、Ｒ６０７およびＲ６０８は、各々の場合において、メチル、エチル、２－プロピ
ルまたはｔｅｒｔ．－ブチルを示すか、
あるいは、
Ｒ６０６は、Ｎ（Ｒ６０９Ｒ６１０）を示し、
ここで、
Ｒ６０９は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、２－プロピルまたはｔｅｒｔ．－ブチルを
示し、
Ｒ６１０は、Ｈ、メチルまたはエチル、好ましくはメチルまたはエチルを示すか、
あるいは、
Ｒ６０９およびＲ６１０は、それらを結合している窒素原子と一緒になって、モルホリニ
ル、ピペリジニル、ピロリジニルまたはアゼチジニルを形成する。
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